
�� 

ᇹᲮᇘ ƞǇƟǇƳܱȑǿーȳ

ࡢ⪅ㅮཷࠊࡾࡼᕤኵࡢሙ㠃タᐃࡸ᪉ࡏࢃྜࡳ⤌ࡢࢡ࣮࣡ࢡࢫࢱࠊࡣࣝࢧ࣮ࣁࣜࣈࣙࢪ 

≧ἣࡸᨭㄢ㢟ࡓࡏࢃ࠶ᰂ㌾࡞ᐇࠋࡍ࡛⬟ྍࡀ 

ㄪᰝࢢࣥࣜࣄࡢ࣮ࢱࣥࢭᆅᇦࠊ࠺ࡼࡿ࡞⪄ཧࡢ㝿ࡿࡍタ࡛ᐇྛࠊࡣ࡛ࡇࡇ 

࡛せᮃࡢከࡓࡗ㸴ࡢࡘᐇࢆ࣮ࣥࢱࣃ⤂ࠋࡍࡲࡋ 

㸴ࠊࡽ࡞ࡢࡳ⤌ྲྀࡢ࣮ࢱࣥࢭᆅᇦࡢᅜࡿ࠸࡚ࡋᐇࡶࡢᕤኵ࡞ࡲࡊࡲࡉࠊࡓࡲ

ᆅᇦࡢ࣮ࢱࣥࢭᐇࢆ⤂ࠋࡍࡲࡋ 

＜ಲ౮؆״ーン፯＞

１ 受講者間のコミュニケーションやኴ題解ଂを必要とするパターン 

２ 役割に応じたタスクワークを設定するパターン 

３ 実務作業を組み入れるパターン 

㕴 ࿃めまたは高めの負荷を設定するパターン 

㕵 ྙৼにわたり実施するパターン 

㕶 ༳ၤで実施するパターン 

＜དװࡰン״ーのಲ౮፯＞

１ ૌװンター 

２ టઈװンター 

３ ๑ጃװンター 

㕴 ဪੜװンター 

㕵 ්ၼ๖װンター 

㕶 อࣰװンター 
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 ＜ ፯֚־ຎפーؤפ״ ＞

 㕴チーム、ӻӺ 時 ӽӺ 分ӻӾ 時 ӽӺ 分（計３時間）の実施の場 

 チームஓ成 （課ྙ、主任、担当者２） 

＜ಲ౮එのᆍ＞ 

上は、「受講者間のコミュニケーションやኴ題解ଂ」が必要な場面の設定に活用できます。 

Ғ 受講者のؚؔרケーョンבᅢጅ֧するؤפ״ーפの็࿊ 

チームタスクにタスクワークആ㕴１ԃ「企画立案・ኴ題分ื・意成」  を活用することで、

チーム全 体 でコミュニケーションを必 要 とする場 面 をつくることができます。また、個 人 タスクに 

㖆㖐Ｓ を活用し、㕴人チームに㕵つࡒ上の作業を割り当てるなどにより、受講者間での相談や調

整が必要となる場面を設定できます。

ғኴ༎शଂኜの็࿊ 

「コミュニケーションによってภじるストレスַの対処」 に取り組んでもらいたいときには、プレ

ーションを౪ಘしたり、㖆㖐Ｓンױ の解း確認作業を自分॒ࡒのメンバーにࡕጘするように౪

ಘしたり、タスクワークആ ӼԂ「言いにくい用件をဃᎭでえる」 などのタスクワークを加えるこ

とにより、ストレス場面におけるコミュニケーションをリハーサルする場面を設定できます。 

そのֺか、の受講者に「ࡕጘする」、またはの受講者からのࡕጘを「ཉる」といったコミュニ

ケーションをリハーサルしてもらいたいときには、タスクワークആ１ӽ「ᇌሮ具の受・発ຽ作

業」 やタスクワークആ１㕴「װミー्௹のための会場മᅏ作業」 といった複数の作業があるタ

スクワークを設定します。 

ἑἋἁὁーἁ 実施૾ඥ ੩ЈཋὉዸЏ᧓

⏫
␢
␊
⏩
⏣
⏙

ἅンἍンサἋ(ӳॖ࢟ )ὁーἁ

「ᢘЏễʴを用しợう」

(КώἑἋἁὁーἁᨼᾃὼᾇὸ

 μ Ճ Ể 、 ᡶ ᘍ 、 

記、᚛ᜭኽௐ˺、

ႆᘙをЎਃする。

 ᚛ᜭኽௐỊἾἯート

にまとめ、ἩἾἎンἘ

ーἉョンをᘍう。

᚛ᜭኽௐのἾἯート

11:30 

᚛ᜭኽௐのἩἾἎ

ンἘーἉョン

14:00῍

̾
ʴ
⏩
⏣
⏙

ṞᾜᾦＳ૨λщ

(ἾἫルᾃ   ᾄブἿἕἁ) 

 μՃがṞ῍ṡをݲễ

ẪともᾀブἿἕἁずếਃ

。する࢘

 ṠṡのᚐሉᄩᛐỊ、

自Ўˌٳのἳンἢー

に̔᫂する。

ṞṟỊ実施ኽௐἧ

ỳỶルのҮТཋ

ṠṡỊ˺業用ኡ

(ᚐሉᄩᛐฎのもの) 

14:30

ṟᾜᾦＳૠ͌λщ

(ἾἫルᾅ   ᾆブἿἕἁ) 

ṠᾜᾦＳ˺業ଐإᨼᚘ

(ἾἫルᾃ ᾃὼᾀ῍ᾃὼᾄ ) 

ṡᾜᾦＳૠ͌ἓỹἕἁ

(ἾἫル２、３、ᾄをᾄブἿἕἁずế) 

１ 受講者のؚؔרケーョン׃ኴ༎शଂבᅢጅ֧する؆״ーン
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  ＜ ፯֚־のຎפーؤפ״ ＞
 㕴チーム、ӻӺ 時 ӽӺ 分ӻӾ 時 ӽӺ 分(計３時間)の実施の場 

 チームஓ成 （課ྙ、主任、担当者、ශ入社ࡿ）

＜ಲ౮එのᆍ＞ 

上は、「ᆲ職後の職位に応じた仕事のුめ方のリハーサル」が必要な場、「役割からภじ

るストレスַの対処」に取り組んでもらいたい場などに活用できます。 

Ғᆲධଢ଼のධࡔにࣤ֗֞ಈのු׀ሑבリハーサル֦るؤפ״ーפの็࿊ 

チームタスクに、ගሇ೭ആ、ちわせ、ಃፍ作成、プレױンーションなどさま֕まな業務か

ら成り立つタスクワークആ㕴１ԃ「企画立案・ኴ題分ื・意成」  を活用し、課ྙには意

見の取りまとめや全体のුྜྷ理を౪ಘする、主任には२業務のුྜྷ理を౪ಘする、२担当

者には実務の担当を౪ಘするなどにより、ᆲ職後の職位に応じた仕事のුめ方をリハーサルす

る場面を設定します。 

ғ ዂআ֊ภ֗るトءኜの็࿊ 

部下との関わりや業務の割り振りがન手など、役割からภじるストレスַの対処に課題がある

場は、初めてジョブリハーサルに参加する受講者をශ入社ࡿ役に設定し、主任が㖆㖐Ｓ の作業

手വをශ入社ࡿにੱಘするように౪ಘする、タスクワークആ ӻӼ「ിฺのമᅏ作業」 など個人

タスクのྩ加作業を加え、その割り振りを課ྙが行うよう౪ಘするなど、役割によりภじるストレ

ス場面を設定します。 

ἑἋἁὁーἁ 実施૾ඥ ੩ЈཋὉዸЏ᧓

⏫
␢
␊
⏩
⏣
⏙

Ꮀئのᛢ᫆にඝẾた改ծሊの౨᚛

(КώἑἋἁὁーἁᨼᾃὼᾄ ) 

 ṞỊμՃが実施。

 ᛢᧈỊ、ṞˌٳのἑἋἁὁ

ーἁỊ受Ậਤたễいが、

ɼ ˓ に各 業 Ѧ のᡶ  ሥ

ྸをਦᅆする。また、「Ꮀ

のᛢ᫆にඝẾた改ծሊئ

క」のൿᘶ、ṡᾜᾦＳ˺業

ଐ إ ᨼ ᚘ のᚐ ሉ ᄩ ᛐ を

ᘍう。

 ɼ ˓ Ị各 業 Ѧ のᡶ  ሥ

ྸをᘍう。また、ૼλᅈՃ

ồのṟ῍ṡの˺業ᅆを

ᘍう。

 ૼλᅈՃỊ、ṟ῍ṡのい

ずれもᾀブἿἕἁˌɥਃ࢘

する。ਃ࢘者ỊૼλᅈՃ

のἧỻἿーをᘍう。

˖ဒ

ίᛢᧈൿᘶฎὸ

1ᵐ:00 

̾
ʴ
⏩
⏣
⏙

Ṟ「ᅈ内إ」にਫ਼載するἅラムの˺

(КώἑἋἁὁーἁᨼ３ὼᾀ )

ἅラム

13:30  

ṟᾜᾦＳ૨λщ   

(ἾἫル２   ᾃブἿἕἁ) ṟṠỊ、実施ኽௐἧ

ỳỶルのҮТཋ

ṡỊ˺業用ኡ

(ᚐሉᄩᛐฎのもの) 

14:30 

ṠᾜᾦＳ౨ኧ̲ദ   

(ἾἫルᾃ  11῍15) 

ṡᾜᾦＳ˺業ଐإᨼᚘ   

(ἾἫル２ ᾄὼᾀ῍ᾄὼᾃ ) 

ᡙ
ь
˺
業

Ẕ13  15 Ўに内ዴỂᡙь˺業のਦᅆẕ

ቔのแͳ˺業

(КώἑἋἁὁーἁᨼᾀὼ２ ) 

 ਃ ࢘ 者 Ịᩓ ᛅ ᡲ ዂ に対

ࣖする。

 ᡙь ˺業のл りਰ りỊᛢ

ᧈがЙૺする。

ኛԼ

แͳしたቔ

13:45 

㕲 ዂআにࣤ֗֞ؤפ״ー็בפ࿊する؆״ーン

35



�� 

  ＜ ፯֚־のຎפーؤפ״ ＞

 Ӿ チーム、ӻӺ 時 ӽӺ 分ӻӾ 時 ӽӺ 分（計３時間）の実施の場

 チームஓ成 （主任、担当者３）

＜ಲ౮එのᆍ＞ 

上は、「パײコン入力作業ַの対応や企画立案などַの参加がႍしい受講者」や「現業作業

にഌ事ያ定の受講者」にあわせた設定が必要な場に活用できます。 

Ғಲኃఢבֿؤפ״ーפの็࿊ 

チームタスクに、タスクワークആ ӻӽ「ᇌሮ具の受・発ຽ作業」  やタスクワークആ ӻӾ 

「ー्௹のための会場മᅏ作業ミװ」  、タスクワークആ ӼԀ「社ࡿආの作成」 など、実務作

業をむ複数の作業でஓ成されたタスクワークを設定することで、パײコン入力作業ַの対応や

企画立案などַの参加がႍしい受講者や現業作業にഌ事ያ定の受講者にあわせた設定ができ

ます。 

また、個人タスクには、㖆㖐Ｓ実務作業  や タスクワークആ１１ӻӺ「実務作業」  を取り入

れます。 

ἑἋἁὁーἁ 実施૾ඥ ੩ЈཋᵍዸЏ᧓

⏫
␢
␊
⏩
⏣
⏙

૨φの受දὉႆᡛ˺業 (ද૨ᾇ )

(КώἑἋἁὁーἁᨼᾀὼ３ )  

事Ѧ ኛԼ˺、౨Լ、ႆᡛˡᅚ˺

実Ѧ ἦἕキンἂ、Ѽ、ႆᡛˡᅚᝳ˄Ậ  

 ද૨にࢼẾて、૨

φをἦἕキンἂし、

ἅンἘἜにᛄ める。

ኛԼとႆᡛˡᅚ

を˺し、ႆᡛˡᅚ

をἅンἘἜにᝳ り˄

Ậる。

ኛԼ

ႆᡛՠԼ

14:30 

̾
ʴ
⏩
⏣
⏙

ṞᾜᾦＳἩラἂのኵᇌ˺業 (ᾀʴᶣ15 ̾ )
Ἡラἂ

(ᾃӸЎ、ᵔ0 ̾ ) 

14:00 

ṟἓラἉのݥλ˺業

(КώἑἋἁὁーἁᨼᾀὼᾄ )

 К にᅆ すਦ ᅆ  に

ܮ、Ếてࢼ 先ắとに

ਦܭૠのἓラἉを

。λするݥ

λしたἓラἉݥ

(ἅンἘἜにૢྸ ) 

1ᵐ:00 

㕳 ಲኃఢבຎ־ႚる؆״ーン
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１ӧ࿃׀のᆟझ 

  ＜ ፯֚־のຎפーؤפ״ ＞

 Ӿ チーム、ӻӺ 時 ӽӺ 分ӻӾ 時 ӽӺ 分（計３時間）の実施の場

 チームஓ成 （主任、担当者３）

＜ಲ౮එのᆍ＞ 

上は、「ジョブリハーサルに初めて参加する」、「ジョブリハーサルַのન手意識や緊張が੫

い」、「自信が࿃下しておりಪ体験をᅊけたい」といった受講者など、あまり負荷をかけたくな

い場に活用できます。 

Ғᆟ༶の֩փᇀፘのؤפ״ーפの็࿊  

チームタスク・個人タスクともに、タスクワークは受講者の状況にあわせてኅ理なく取り組める

分ፘとし、࿙め切り時間もዬዣのある設定にします。また、ྩ加作業は౪ಘしません。

ғຎ׃־すփؤפ״ーפの็࿊ 

チームタスクには、קーム感ॲでॼしみながら取り組めるタスクワークആ Ԁӻ「נーගሇ೭

ആ作業」 や、気に取り組みやすいタスクワークആ ӻԀ「ᄦპ້ුᆀの作成作業」 、タスクワー

クആ ӽӽ「おফめの»»のൾऴ」 など、負荷が࿃く取り組みやすいタスクワークを組み入れま

す。   

個人タスクには、㖆㖐Ｓ の ӻӽ レ؎ルの作業などႍဗの࿃いタスクワークを組み入れます。 

ἑἋἁὁーἁ 実施૾ඥ ੩ЈཋὉዸЏ᧓

⏫
␢
␊
⏩
⏣
⏙

カーἛऴإӓᨼ˺業

「᩷ᓶොἛリームἑỸンのಏしいỶἫント」

(КώἑἋἁὁーἁᨼᾅὼ1ὸ

ᛢ᫆のᚐሉ

1ᵐ:30 

̾
ʴ
⏩
⏣
⏙

ṞᾜᾦＳ૨λщ

(ἾἫル２   ᾇブἿἕἁ) 

 Ṟ῍ṡの業ѦのЎਃ

Ị、ἓーム内ỂႻᛩの

うảൿܭする。 ṞṟỊ実施ኽௐἧỳ

ỶルのҮТཋ

ṠṡỊ˺業用ኡ

(ᚐሉᄩᛐฎのもの) 

14:30 

ṟᾜᾦＳૠ͌λщ

(ἾἫル３   10 ブἿἕἁ) 

ṠᾜᾦＳཋԼᛪ൭˺

(ἾἫル３ ᾀ῍ᾃ ) 

ṡᾜᾦＳἦἕキンἂ

(ἾἫルᾀ、２、３をᾃブἿἕἁずế) 

Ӿ ࿃ֽ֮֞׀ஸ׀のᆟझ็ב࿊する؆״ーン
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㕲ӧஸ׀のᆟझ 

  ＜ ፯֚־のຎפーؤפ״ ＞

 ӿ チーム、ӻӺ 時 ӽӺ 分ӻӾ 時 ӽӺ 分（計３時間）の実施の場

 チームஓ成 （課ྙ、主任、担当者３）

＜ಲ౮එのᆍ＞ 

上は、౫࣍ৼ間の終ᄯなど、「ᆲ職に向けて実の職場・職務内ዴをມ定し、負荷を高めた

実施」が必要な場に活用できます。 

Ғႍဗのஸփؤפ״ーפの็࿊ 

チームタスクに、タスクワークആ Ӿӿԁ「{{のूపのଙ၀」  など、分ื力やᎪ理的思

考力などがਿめられるタスクワークを組み入れたり、企画ിやू案のプレױンーションやಱ

ਝ応းを行う場面を設定すると負荷を高めに設定できます。 

個人タスクには、㖆㖐Ｓ の㕵㕸レ؎ルの作業やタスクワークആ Ӽ１「ษਿിのઞॽチェック」

のઞॽの大きいษਿിのチェックなど、負荷の高いものを組み入れます。 

また、タスクワークにはタיトな࿙め切りを設定します。 

ἑἋἁὁーἁ 実施૾ඥ ੩ЈཋὉዸЏ᧓

⏫
␢
␊
⏩
⏣
⏙

Ꮀئのᛢ᫆にඝẾた改ծሊの౨᚛

(КώἑἋἁὁーἁᨼᾃὼᾄ ) 

ͤ ἩἾἎンἘーἉョンẝり

 ᡶ ᘍ 、  記 、 ˖ ဒ  ˺

、ἩἾἎンἘーἉョンễỄ

の業 ѦのЎ ਃ Ị、ἓーム

内ỂႻᛩのうảൿܭする。

˖ဒの੩Ј

1ᵐ:00 

ἩἾἎンἘーἉョン

13:45῍

̾
ʴ
⏩
⏣
⏙

ṞᾜᾦＳ૨λщ

(ἾἫルᾄ ᾆブἿἕἁ)

 Ṟ῍Ṡの業ѦのЎਃỊ、

ἓーム内 ỂႻ ᛩ のうảൿ

。するܭ

実施ኽௐἧỳỶルの

ҮТཋ

13:40 

ṟᾜᾦＳ˺業ଐإᨼᚘ   

(ἾἫルᾃ   10ᵋ1῍10ᵋᾅ ) ˺業用ኡ

(ᚐሉᄩᛐฎのもの) 

14:30 Ṡᛪ൭の᫇ἓỹἕἁ  

(ἾἫル３、ᾄ   ᾄブἿἕἁ)

(КώἑἋἁὁーἁᨼ２ὼᾀ ) 

ᡙ
ь
˺
業
Ṟ

Ẕ13 にᡙь˺業のਦᅆẕ

「ᅈ内إ」にਫ਼載するἅラム˺

(КώἑἋἁὁーἁᨼ３ὼᾀ ) 

 μՃがਃ࢘する。

自ࠁኰʼ૨

13:30 

ᡙ
ь
˺
業
ṟ

Ẕ14  10 Ўにᡙь˺業のਦᅆẕ

ᚕいにẪい用ˑをᩓᛅỂˡảる

「࣯ễ̔᫂をする」

(КώἑἋἁὁーἁᨼ２ὼᾇ ) 

 ᛡが対ࣖするかỊᛢᧈが

Йૺする。

ਦᅆࢸすẫ対ࣖ

᠉
ถ
Ѯ
Ѧ
ɶ

⎡
業
Ѧ のЎὉૢྸ˺業

(КώἑἋἁὁーἁᨼᾀὼᾈ )

 ࣄ Ꮀ Ⴚ ࢸ の᠉ ถ Ѯ Ѧ 対
ᝋ者Ị、「ᅈ内إにਫ਼載
するἅラム˺」おợỎ「᠉
ถѮѦɶの業Ѧ 」のỚに
対ࣖする。
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ғኴ༎शଂኜの็࿊ 

スケジュールの見ྞしが必要なྩ加作業や、࿙切後に࿓出ᆾのミスの修ฝを౪ಘするなど、ス

ケジュールの見ྞしが必要な場面を設定します。また、タスクワークആ Ӽԁ「ဃᎭを受ける」 を

ྩ加作業として差し込む、上司と調整しなけれ֯時間内で終えることがႍしい分ፘの作業を౪

ಘするなど、上司やチーム内のの受講者との交渉や調整が必要な場面を設定します。 

Ҕᆲධଢ଼ב想࿊֖֞トءኜの็࿊ 

೮ࡗがርしくタスクワークに取り組むなか、ᆲ職がઝい受講者のみタスクワークの分担数を൛

なくすることで、ᆲ職後のଲઌ務中にມ定される自分の気分や認知、行၌を確認し、必要な対

処పをリハーサルすることができます。
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  ＜ ፯֚־のຎפーؤפ״ ＞

 Ӿ チーム、２週間の実施の場(ኦॿけの時間で実施)

 チームஓ成 （課ྙ、主任、担当者２）

＜ಲ౮එのᆍ＞ 

上は、「ྙৼにわたる仕事のスケジューリンץやුྜྷ理、計画がཛれている場のሇெ・連

ጛ・相談など、実の職場でこりうる状況」の設定が必要な場や、「૫続的に体調理、疲

労・ストレスַの対処、体調にあわせた仕事のුめ方(؏ースვ分)などの自ୂ理」に取り組ん

でもらいたい場に活用できます。 

Ғᆷ႘֦֩֯ಲ౮֦֩փᇀፘֽֽ֧֔֕֩ኃבຎ־ؤפ״֚֞ーפの็࿊ 

チームタスクには、タスクワークആ㕴１ԃ「企画立案・ኴ題分ื・意成」  など、ගሇ೭

ଈ औ ෯ ኪ ઞ 

ӻӺ 時  ӻӼ 時  ジョブリハーサル ジョブリハーサル ジョブリハーサル ジョブリハーサル ミーטンץ 

ӻӽ 時  ӻӿ 時 ࢥ  ၌  ᆲ 職 ー ジョブリハーサル ԢԢԣ ᆲミװ 職  ーミװ

ἑἋἁὁーἁ 実施૾ඥ ੩ЈཋὉዸЏ᧓

⏫
␢
␊
⏩
⏣
⏙

ᇌếᛖࢫにࢸᎰࣄ 10 かவの˺

(КώἑἋἁὁーἁᨼᾄὼᾆ ) 

ͤ ἩἾἎンἘーἉョンẝり

 業 ѦのЎ ਃ Ị、ἓー

ム内 ỂႻ ᛩ のうảൿ

。するܭ

ᛖ 10 かவ

ἩἾἎンἘーἉョンὉ

ឋွࣖሉ

ᾀᡵႸの൦୴

13:00῍

ૼʴᄂ̲の͵แͳ

(КώἑἋἁὁーἁᨼᾀὼᾃ ) 

แ ͳ ཋ ɟ ࡸ ( ᅈ Ճ

ᚰ、ࠗࡈᘙ、૰の

Ἅἕト ) 

２ᡵႸのஉ୴

ᛦ௹ἾἯートの˺

(КώἑἋἁὁーἁᨼᾃὼᾀ ) 

ͤ ἩἾἎンἘーἉョンẝり

ᛦ௹ἾἯート

ἩἾἎンἘーἉョンὉ

ឋွࣖሉ

２ᡵႸの້୴

11:00῍

̾
ʴ
⏩
⏣
⏙

ṞᾜᾦＳ૨λщ

(ἾἫル３   ᾄブἿἕἁ) 

 各自がṞ῍Ṡを実施

する

 ᚐሉᄩᛐỊ、自Ўˌ

のἳンἢーに̔᫂すٳ

る。

実施ኽௐἧỳỶルの

ҮТཋ

ᾀᡵႸங୴

ṟỶンἑἥューと˂ࠁኰʼ૨の˺

(КώἑἋἁὁーἁᨼ３ὼᾄ ) 

ͤ ἩἾἎンἘーἉョンẝり

ኰʼ૨

ἩἾἎンἘーἉョンὉ

ឋွࣖሉ

２ᡵႸの൦୴

13:00῍

ṠᾜᾦＳཋԼᛪ൭˺

(ἾἫルᾃ ᾀ῍ᾇ ) 

˺業用ኡ

(ᚐሉᄩᛐฎのもの) 

２ᡵႸங୴

ӿ ྙৼに֞ಲ౮する؆״ーン
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ആ、ちわせ、ಃፍ作成、プレױンーションなどさま֕まな業務から成り立つタスクワークを

複数組み入れることにより、ྙৼにわたる仕事のුྜྷ理や体調にあわせた仕事のුめ方(؏ー

スვ分)などについてリハーサルできます。 

個人タスクには、複数日にわたって実施する分ፘのタスクワークを設定します。 

ғዓ๐വ׃֤ࡔケジؚーリンץのಲ౮ᅢጅ֩ኜの็࿊ 

チームタスク・個人タスクともに、タスクワーク֓とにࡣなる࿙切時間を設定します。 
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  ＜ ፯֚־のຎפーؤפ״ ＞

 㕵日間、１㕰時１㕵時(計２㕰時間)の実施の場

＜ಲ౮එのᆍ＞ 

上は、「༳ၤで仕事のスケジューリンץやුྜྷ理」が必要な場や、「感൵対పなどのた

め、受講者同ౠのቹആやไ」を൚にする必要がある場に活用できます。 

Ғᆷの଼פ״のຎ֚ 

複数の個人タスクを組みわせることで、༳ၤでの仕事のスケジューリンץやුྜྷ理のリハ

ーサルができます。なお、コミュニケーションを必要とする場面を設定したい場は、プレױンー

ションを౪ಘしたり、タスクワークആ Ӽԁ「ဃᎭを受ける」 やタスクワークആ ӼԂ「言いにくい

用件をဃᎭでえる」 をྩ加作業として組み入れます。 

ғᆲධ関ᎌのؤפ״ーפの็࿊ 

タスクワークആ ӿ１ӻӺ「ᆲ職関連」 のタスクワークを組み入れることにより、リワーク౫࣍

等で学んだ知識やスキルについてᆲするための会を設定することができます。 

ἑἋἁὁーἁ 実施૾ඥ ੩ЈཋὉዸЏ᧓

̾
ʴ
⏩
⏣
⏙

Ṟ˺業ኽௐЎௌにؕỀẪ˺業јྙ改ծ

ሊの౨᚛

(КώἑἋἁὁーἁᨼᾃὼᾆ ) 

ͤ ἩἾἎンἘーἉョンẝり

Ўௌኽௐと改ծሊ

ἾἯート

ἩἾἎンἘーἉョンὉ

ឋွࣖሉ

ᾄଐႸ 11:00῍   

ṟྸ࣎౨௹ኽௐのЎௌἾἯートの˺   

(КώἑἋἁὁーἁᨼᾄὼᾀ ) 

ἾἯート、˺૰

ᾄଐႸ 15:00 

Ṡ「јௐႎễ˞ଐのᢅắし૾」のἩランの

˺   

(КώἑἋἁὁーἁᨼᾄὼᾃ )

ṡ「用ऴإ」にਫ਼載するҾᆜの˺   

(КώἑἋἁὁーἁᨼ３ὼ２ ) 

Ṣᛪ൭の᫇ἓỹἕἁ  

(ἾἫル３ ᾄブἿἕἁ) 

 ᚐሉᄩᛐỊ、ᚐሉ用ኡに

ợり自ЎỂᘍう。
˺業用ኡ

(ᚐሉᄩᛐฎのもの) 

ᾃଐႸ 15:00 

ᡙ
ь
˺
業
Ṟ

Ẕ３ଐႸのᾀ３Ўにᡙь˺業のਦᅆẕ

のЎὉૢྸ˺業

(КώἑἋἁὁーἁᨼᾀὼᾈ ) 

ૢྸฎἧỳỶル

３ଐႸ 14:30 

ᡙ
ь
˺
業
ṟ

Ẕ２ଐႸᾀᾃ３Ўにᡙь˺業のਦᅆẕ

ᚕいにẪい用ˑをᩓᛅỂˡảる

「ἱἋのਦઇをする」

(КώἑἋἁὁーἁᨼ２ὼᾇ ) 

ਦᅆࢸすẫ対ࣖ

Ԁ ༳ၤ֦ಲ౮する؆״ーン
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【ૌセンターでのプログラム名称：同グループワーク】

１ 標準実施パターン

２ 効果的な実施のために

＜役割ᇀ༶ƁできǀチームタǤクの設定＞

 ȕȚ|ǚ౫࣍ೄƹධമᅏ౫࣍ೄƁƒǁƓǁƣၟตǇঊƀƌbዂআᇀ༶ǇƌƟƁƾ

ౄइƜƂǀƽŻƟǪǤǚȚ|ǚǇ२ዿƌƛŹǀc

 �ǿǮǘȞǛᆀƣ༬ࣻƝᆀȕǤǳఢถ�ƜƤb༬ࣻƣጵࡔఢƝᆀȕǤǳఢถƠſƆ

ǀǼǨǞȞఢƝŹƘƔዂআᇀ༶Ǉ็࿊ƜƂǀƽŻƠƌƛŹǀc�ஸᆀಱƣȌȍྂఢถ�ƜƤb

ጮᅳ౸ǇǲǡǏȞƎǀƝŹŻड༎ǇᆋइƎǀƈƝƜbǼǨǞȞǇౚዿƌƔǲǡǏȞఢƝఏ

ཉfลఢƝŹƘƔዂআᇀ༶ƁƜƂǀƽŻƠƌƛŹǀc

 �ఱఢƿ�Ƥbᆲධଢ଼ƹධଢ଼ƠଣᇪƌƔƄƟǀǱ|ȉƣఱǇఢถƎǀǪǤǚȚ|ǚƜb

౫࣍ǤǪǮȀƤᇨആྙbೄƤᇨആǬ|ȋƝŹŻ็࿊ƜபƘƛŹǀcǱ|ȉƹǲǡǏȞb

ȗǏǍǑǳƟƞǇǬ|ȋƜᎭƌŹbȂȘǮǳ(ખിƂ )ƣຎጵƛƹ৫बിఢถbลƳƜǇ

Ǭ|ȋƜƌƛபŻƈƝƝƌƛŹǀcƳƔb౫࣍ǤǪǮȀǇᇨആྙƝŹŻ็࿊ƠƎǀƈƝ

ƜbȂȘǮǳƁǄƀƿƠƄŹƟƞǬ|ȋၾƣਢƁᆊഋᇀƝ౩ǄǁǀƈƝƟƞƠƙŹƛbƹ

ƿྞƌƣ౪ಘǇഞƌƹƎƄƌƛŹǀc�ఱఢƿ�ƣǱ|ȉƝƌƛƤb�ȉǏȞǴȀȖǸǤƠ

ƙŹƛ�� Looking backƔƖƣᇶƴ��။ƄƈƝƠƙŹƛ�ƟƞƁŷǀc

��ౄணಃፍ�၍ǛȖ|ȂȚ|ǚఢ౪ಘി )

 ആཆƭƣౄइƠᆊࡊƹǤǳȗǤƁ੫ŹೄƤǬ|ȋƠƤႚƾƏb�॒๐ƣ༶ဴೄ�Ɲƌƛb

ಛᇀƣၜƟఢǇ༶ဴƎǀbŷǀŹƤbၟตƠࣤƍƛኅጫƁƟŹƽŻb�Ⴣଧೂࡿ�Ɲƌƛ

ƾǁƔኜƜࡴᆪƣఢƣƴ༶ŻƝŹƘƔ็࿊ǇபƘƛŹǀcƔƝŽƥbǏȔǤǳఢถƕ

ƆbȆǮǬǘǤጽƶƕƆƟƞc

 ೄƣၟตǇணፄƌbƒǁƓǁƣȍǬȄ|ǢȒȞƹ༥ถশƁஸƳǀƽŻbዂআᇀ༶ƣᆍ

Ƥ౫࣍ǤǪǮȀƜᎭƌŹƟƁƾଙ၀ƌƛŹǀc

ૌ

センター
ၟ性にŷǄƐたタǤクワークとኬ標設定の工夫

ӝᆇဗgଈĨष

ӝ႘࿘gĨ႘ĩ႘Ɯಲ౮

ӝಐgİಐ 30 ᇀ15 ಐ 00 ᇀ

ӝౄइƣǪǏȊȞǛg

ȕȚ|ǚ౫࣍Ɲධമᅏ౫࣍Ƥቚ
ଈഷƶƀƾ౫्࣍ౡc၍ǛȖ|
ȂȚ|ǚƤቚଈĪഃኬƠ็࿊ƌƛ
ſƿb्ౡĨǖଈࡒၾƀƾౄइ

実施頻度・日程設定

ӝgĬ࿘ဗ�ĩĪǬ|ȋ

❖チーȋஓถg

ȕ|ǫ|bǠȁȕ|ǫ|bȌȞǻ|

※ ȕȚ|ǚ౫࣍Ɲධമᅏ౫࣍ƣೄ

ࡿƁౄइƌƛŹǀ

ӝ౫࣍ǤǪǮȀƣዂআg

ఢ౪ಘǇபŹbఢሇெǇƆ
ǀƣƴƜbఢƠƤମ໋ྞไƠ
ऴႚƐƏbଣƿǇபŻ

人数・チーム構成

ዻy֩ၟตのցる方ࡿౄइ֦きる״クワークやಲ౮ฑをዿ֘る

効果的な実施２ 効果的な実施
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【タǤクワーク設定፯】

ǿǮǘングᆀの༬ࣻとᆀリǤǳのఢ成

ஸᆀಱのȌȍྂఢ成

ఱఢƿ

MWS ᆾᆀษਿിのఢ成

Ⴉ度のǖȗンダーఢ成

ሻఆセǮǳǿǮǘング

＜実施ฑの工夫＞

 ᆲධଢ଼ƹධଢ଼ƠǣȒȁǞ|Ǭ౫࣍ƣঊዿǇያ࿊ƌƛŹǀೄƠƌƛbᅢጅƠࣤƍƛǣ

ȒȁǞ|ǬƁ၍ǛȖ|ȂȚ|ǚƣཨƜǠȈ|ǳǇபŻƈƝƁŷǀc

 ईႷƟᄧࡗƜbǬ|ȋȕ|ǫ|ƁධኃƣโƿഞƌƹධኃຕഞǇଙ၀ƌƔƿbǬ|ȋȌȞǻ|

ƟƞǇǠȈ|ǳƎǀዂআǇ༶ŻƈƝƁŷǀc

＜ኬ標設定の工夫＞

 ભƟப၌ኬᅮƁ็࿊ƜƂǀƽŻbኬᅮ็࿊ƣƔƶƣവǇಘƌƔಃፍǇౚƘƛŹǀc

��ౄணಃፍ�଼ኬᅮႚǢ|ǳ�

 ೄƠƤ၍ǛȖ|ȂȚ|ǚƣĨഃƠኬᅮ็࿊ǇƌƛƷƾŹbኬᅮƁჳƝƌƛŹǀ

ƤbભƟኬᅮƠƟǀƽŻ଼ᇠະཎǇபƘƛŹǀc

＜වƿᇪƿの工夫＞

 ၍ǛȖ|ȂȚ|ǚፇଢ଼bǬ|ȋȕ|ǫ|ƁǬ|ȋƜƣවƿᇪƿǇුƶǀƈƝƝƌƛŹǀc

Ǭ|ȋȕ|ǫ|ƣුபƣౄணƠƟǀƽŻbුபǢ|ǳǇዿƌƛŹǀc

��ౄணಃፍ�ǛȖ|ȂවƿᇪƿුபǢ|ǳ�

 २ೄƁዂআƠࣤƍƔኬᅮǇ༥ถƜƂƔƀbዂআƉƝƠਿƶƾǁǀኬᅮǇธጫƌƔවƿᇪ

ƿǢ|ǳǇዿƌƛŹǀc

��ౄணಃፍ�ǛȖ|Ȃఢ଼වƿᇪƿǢ|ǳ�

�ౄணಃፍ�

 ≪ૌҒ≫၍ǛȖ|ȂȚ|ǚఢ౪ಘി

 ≪ૌғ≫଼ኬᅮႚǢ|ǳ

 ≪ૌҔ≫ǛȖ|ȂවƿᇪƿුபǢ|ǳ

 ≪ૌҕ≫ǛȖ|Ȃఢ଼වƿᇪƿǢ|ǳ

ભ֩ப၌ኬᅮの設定やኬᅮに࣎っ֞වᇪを၏֎
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≪ૌҒ≫
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≪ૌғ≫
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≪ૌҔ≫

ǰルーȗਰǓᡉǓᡶᘍǷーȈ

᳸ਰǓᡉǓƔǒசஹǁƭƳƛる᳸

ƀਰǓᡉǓƁƸƀӒႾƁƱƸᢌƍǇすŵƀӒႾƁƸᢅӊのȟǹに対するǋのưすƕŴƀਰǓ

ᡉǓƁƸசஹにȟǹǛឪƜƞƳƍたǊにʻのˁ事のǍǓ૾Ǎ考Ƒ૾Ǜ見ႺすƜƱưすŵ

ƀӒႾƁƸȟǹƕႆဃしたئӳにᘍƍǇすƕŴƀਰǓᡉǓƁƸȟǹƕឪƖƳƘƯǋܱし

ǇすŵžƳƥᲹſưƸƳƘžƲƏしたǒᲹſƱբƍƳƕǒᡶǊるƜƱƕƀਰǓᡉǓƁのȝǤ

ȳȈưすŵ

Ĭ ˌɦ【ਰǓᡉǓの්Ǖ】にƭƍƯႏư意見ǛЈしӳƍŴኽᛯǛțȯǤȈȜーȉにᚡ᠍し

ƯƘƩƞƍŵ

ĭ țȯǤȈȜーȉのᚡ᠍ϋܾƸȗリȳȈǢǦȈしŴ੩ЈしƯƘƩƞƍŵ

Į ƜのဇኡƸ੩Јɧ要ưすŵǰルーȗਰǓᡉǓのᡶᘍǍȡȢƱしƯƝМဇƘƩƞƍŵ

【ਰǓᡉǓの්Ǖ】

��ǰルーȗのǳȳǻȗȈにඝƬたᘍѣ

ĬƲのよƏƳپǛしǇしたƔ

ĭよǓᢘЏƳᘍѣǛするにƸƲƏすǕƹ良ƍưしǐƏƔ

��˺業ᛢ᫆のᢋᲢௐཋŴ᧓のᢝܣƳƲᲣ

ĬƲのよƏƳپǛしǇしたƔ

ĭ᧓のᢝܣǍჺŴ˺業のܦŴឋのӼɥǛႸਦすにƸƲƏすǕƹ良ƍưしǐƏƔ

��おʝƍのᡶǍཞඞの৭੮

ĬƲのよƏƳپǛしǇしたƔ

ĭよǓᄩܱに৭੮するたǊにƸƲƏすǕƹ良ƍưしǐƏƔ

4�ǰルーȗのӕǓኵǈǛに良ƍǋのにするたǊにŴǰルーȗƱしƯƲのよƏƳᘍѣƕ

ưƖるưしǐƏƔᲹ
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≪ૌҕ≫
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【టઈセンターでのプログラム名称：ジョブリハーサル】

１ 標準実施パターン

２ 効果的な実施のために

＜ಈ前ະཎの実施＞

 ǣȒȁȕǺ|ǠȖƠſƆǀኬᅮƤb౫࣍ǤǪǮȀƝƣಈະཎƣཨƜଂ࿊ƌƛŹǀc

＜ኬ標のዛ＞

 ಈະཎƜଂ࿊ƌƔኬᅮƤbවƿᇪƿǢ|ǳ (ǣȒȁȕǺ|ǠȖවƿᇪƿ )ƣ�ఢƠƿ

ຎƵඑƜƣኬᅮ�ƠႚƣŻŽbǣȒȁȕǺ|ǠȖ्ౡƠೄࡿƁ브ƌƛŹǀc

ƳƔb२ೄƣኬᅮƤȆȚǏǳȇ|ǴƠႚƌbǣȒȁȕǺ|ǠȖཨƷಡƜƂǀƽŻ

ૡಘƌƛŹǀc

��ౄணಃፍ�ǣȒȁȕǺ|ǠȖවƿᇪƿ�

＜受講者ࡿにƽǀවƿᇪƿȊーǱǎングの実施＞

 ǣȒȁȕǺ|ǠȖፇଢ଼b२ೄƤවƿᇪƿǢ|ǳǇႚƌbƒƣၾዴǇ브ƌb

ೄະୗƜȀǎ|ǴǻǮǚǇபŻवǇ็ƆƛŹǀ (ೄƁȀǎ|ǴǻǮǚƎǀಐƤƟ

ŹƣƜb౫࣍ǤǪǮȀƁĩ࿘ဗǇ౪ )c

 ౫࣍ǤǪǮȀƤbೄƣ브ǇƪƳŽƛbຎƴኬᅮƠƌƛƞŻƕƘƔƀbƳƔbව

ƿᇪƘƔၾዴƠƙŹƛƞŻƕƘƔƀǇ౫࣍ǤǪǮȀƣ౽ƜȀǎ|ǴǻǮǚƌƛŹǀc

＜଼ᇠະཎの実施＞

 ǣȒȁȕǺ|ǠȖཨƠళƊǁƔड༎ƠƙŹƛƤb౫࣍ǤǪǮȀƝƣ଼ᇠະཎƣཨƜᇠထ

වƿᇪƿǇபŹbȕȚ|ǚ౫࣍ƜॺǈƕཐಡƹǤǘȖǇঊƀƐǀƽŻƠਂƚƂǇŻƟƁ

ƌbषƣኬᅮ็࿊ƠƙƟƇƛŹǀc

ӝᆇဗgଈĨष

ӝ႘࿘gĨ႘Ɯಲ౮

ӝಐg 10 ಐ 00 ᇀ12 ಐ 00 ᇀ

ӝౄइƣǪǏȊȞǛg

࿊ƌƔྫྷസƁƜƂƛſƿbǣȒࡊ
ȁȕǺ|ǠȖጦዿƣᅢጅตƁŷǀ
Ɲ౩ǄǁǀȕȚ|ǚ౫࣍ೄƠ
౫࣍ǤǪǮȀƀƾጦዿǇ࿓ࡎƌƛ
Źǀ

実施頻度・日程設定

ӝgīĬ�ĨǬ|ȋ

❖チーȋஓถg

ȕ|ǫ|bȌȞǻ|

※ ȕ|ǫ|Ƥ౪ƎǀƝbǬ|ȋƣ

ᎭƌŹƜଂ࿊ƎǀƁŷǀ

ӝ౫࣍ǤǪǮȀƣዂআg

එዂƝƌƛఢ౪ಘǇபŹbఢሇ

ெǇƆǀƈƝƝƌbऴႚƣ࿘ဗƤ

ೄƣඡੳƠǄƐଂƶƛŹǀ

人数・チーム構成

టઈ

センター
ಡ的にኬ標にƿຎƵための工夫

२ೄのኬᅮは֦ዛし、ዛし֞ኬᅮはؐワؑיーにૡಘ֘る

効果的な実施２ 効果的な実施

�ౄணಃፍ�

 ≪టઈ≫ǣȒȁȕǺ|ǠȖවƿᇪƿ
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≪టઈ≫

Ẕ ἊἹἨἼἡὊἇἽ ਰụᡉụ ẕ

ܱଐ   ࠰   உ   ଐ

൞Ӹ               

ຓ˺ಅỆӕụኵớɥỂỉႸ

                                                               
                                                                       

                                                               

ຓ˺ಅɶẆॖᜤẲềӕụኵỮẻẮể

                                                               
                                                               
                                                               
                                                               
                                                               

ຓႸỆݣẲẆܱᨥ˺ಅửẲềỚềỄạẻẾẺẦ

                                                              
                                                               
                                                               
                                                               
                                                               

ຓʻࢸỆẦẶỦẮểẆẦẲềẟẨẺẟẮể

                                                               

                                                               

                                                               

                                                               

                                                               

                                                                  

ຓἳἴഇ
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【๑ጃセンターでのプログラム名称：ȉルチタǤクプログラム】

１ 標準実施パターン

２ 効果的な実施のために

＜タǤクワークのᅴअȈǏンǳの数ँ＞

 २ǪǤǚȚ|ǚƠſƆǀᅴअȈǏȞǳƝƒǁƠࣤƍƔၜǇଂƶbఢ౪ಘƣཌॎƜඑྙ

Ơ࿓ಘƌƛŹǀc

 സ࿊ƣৼၾƜbᅴअȈǏȞǳƠ࣎ƘƛडƊǁƔǪǤǚȚ|ǚǇƎƮƛƹƿƇƛஸၜ

Ǉ९ၜƎǀƔƶƠƤbጫfᎪጫƟኴ༎शଂႷ (ዓ๐വࡔƹዂআᇀ༶ƣᄕཉbුྜྷ

ጫƟƞ )ƹྔธf୪൰ƣƔƶƣǞȊȐǶǜ|ǢȒȞǤǘȖƁਿƶƾǁǀc૱ၜǇŻ็

࿊ƠƎǀƈƝƜbධƠſƆǀᆟझǇኟਚƠ௺ଵƎǀᆍǇƌƛŹǀc

፯gńŎŊཏǬǒǮǚ ȗȄȖĨ (Ĩ )bȗȄȖĩ (ĩ )b��bȗȄȖį (10 ) 

��ౄணಃፍ�ఢ౪ಘി�Ĩ Day ȉȖǬǪǤǚȂȘǛȔȋ��

＜実施パターンの工夫＞

 Ĩ႘Ɯಲ౮Ǝǀ�Ĩ Day ȉȖǬǪǤǚȂȘǛȔȋ�ƀƾ་Ĭ႘ƠǄƔƘƛಲ౮Ǝǀ�Ĭ

Days ȉȖǬǪǤǚȂȘǛȔȋ�ƳƜbȕȚ|ǚ౫࣍ೄƣƹඡੳƠࣤƍƛƊƳƋƳ

Ɵಲ౮ǼǪ|ȞǇຎƴǄƐƛಲ౮ƌƛŹǀc

 ĨƜᆷƣǪǤǚȚ|ǚƠƿຎƵ�ƧƝƿȉȖǬǪǤǚȂȘǛȔȋ�ƹb�ƧƝƿȉȖ

ǬǪǤǚȂȘǛȔȋ�ƣཨƠೄƭƣࡕጘǇபŻᅢጅƁŷǀǪǤǚȚ|ǚǇຎƴƵ

ǼǪ|ȞbĩȅǍƜƿຎƵǼǪ|ȞƟƞbƊƳƋƳƟ็࿊Ɯಲ౮ƌƛŹǀc

 डྙ (එྙ)b႞bडࡿƝŹƘƔዂআᇀ༶ƠƽǀǬ|ȋஓถƣưƀbडྙዂƣೄƁ

ƴƕƘƔƤb਼ỽ႞Ǉडྙ༉பƝƌƔƿbडྙƤഞ྅ཨƝŹŻ็࿊ƠƎǀƟƞbǏ

ӝᆇဗgĩഃƠĨष

ӝ႘࿘gĨ႘႘Ɯಲ౮

ӝಐgİಐ 30 ᇀ15 ಐ 00 ᇀ

ӝౄइƣǪǏȊȞǛg

ȕȚ|ǚ౫्࣍ౡྞଢ଼Ƥᆲධƭƣ
ड༎ཬഞƣƔƶƠbཨᄯƤड༎
ᆴƣಀபబƣƔƶƠbᄯƤ
ശப၌ƁಲƜƂƛŹǀƀƣ॰Ⴁ
ƣƔƶƠƟƞbಐৼƉƝƣᅢጅต
Ǉଙ၀ƣŻŽౄइƌƛŹǀ

実施頻度・日程設定

ӝgĨƣƴbī�īǬ|ȋbƟƞ

❖チーȋஓถg

डྙ (එྙ)b႞bडࡿbƟƞ

※ ೄƣඡੳƠࣤƍƛbᆪྙƹडྙ༉
பƟƞƣዂධǇ็࿊ƎǀƁŷǀ

ӝ౫࣍ǤǪǮȀƣዂআg

ఢ౪ಘǇபŹbఢሇெǇƆ
ǀዂআcᅢጅƠࣤƍƛුྜྷƣཛǁ
ƟƞǇȀǎ|ǴǻǮǚƎǀ

人数・チーム構成

๑ጃ

センター

ሟᆏな実施パターンと
ሟᆏなタǤクワークでƊƳƋƳなኴ༎शଂኜを設定

ᅴअؒبיをँし、チーム֦૱ၜをօ

効果的な実施２ 効果的な実施

ሟᆏ֩ಲ౮؆״ー֧بሟᆏ֩״クワークをዿしている
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ȗǙȐȔ|ƟಈƷኟਚƟධƣኜ็࿊ƠƿƈǈƜŹǀc

 ೄƣධƜƣዂআƹ౫࣍ड༎ǇƪƳŽbೄƣ၍ƣƷƝbඑྙዂǇःဗƷ༶ဴƎ

ǀbႩඑƣडࡿƣȉǸǣȌȞǳǇபŻbඑྙዂǇ༶ŻƈƝƜඑྙƣ౽ǇଫƎǀƟƞb

Ǭ|ȋஓถƣᆍǇƂƶƀƄபƘƛŹǀc

 �ᆲධଢ଼ƎƅƠಈǇƔƄƊǈƈƟƎƣƜƤƟƄbਲ਼ƠƹǀƈƝƁƟŹඡੳƁǤǳȗǤƕ

ƘƔ�ƝŹƘƔȕȚ|ǚ౫࣍ፇೄƣଣǇƪƳŽbᆲධƁଂƳƘƔೄƁዂআǇ็࿊

ƐƏƠȉȖǬǪǤǚȂȘǛȔȋƠౄइƎǀƈƝƷŷǀc

＜タǤクワークの工夫＞

 ƊƳƋƳƟ৫बȂȘǛȔȋƹǍǠ|ǢȒȞड༎bȌ|ȖǬǒǮǚड༎bኃ૱बఢถbᆲ

ධമᅏȗȈ|ǳఢถƟƞbǻȕǓ|ǢȒȞሟƀƟǪǤǚȚ|ǚǇዿƌƛŹǀc

��ౄணಃፍ��ǍǵȘǛfȌ|ȖǬǒǮǚ��ະཎȉǸǣȌȞǳȂȘǛȔȋ��ȗȈ|ǳड

༎��

�ౄணಃፍ�

 ≪๑ጃҒ≫ఢ౪ಘി�Ĩ Day ȉȖǬǪǤǚȂȘǛȔȋ�

 ≪๑ጃғ≫ǍǵȘǛfȌ|ȖǬǒǮǚ

 ≪๑ጃҔ≫ະཎȉǸǣȌȞǳȂȘǛȔȋƈǈƟƝƂƞŻƎǀi

 ≪๑ጃҕ≫ȗȈ|ǳड༎
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≪๑ጃҒ≫

كંછق
୴૩職७থॱーリワーク؞ౄৰآリワークছॖই 

＜�'D\ ঐルॳॱスクউটॢছ＞ 

ਯ値ॳख़ॵクມり
Ẕ実施ଐẕ Ṽ年ṼஉṼଐίṼὸ ᵗᾉᵑᵎ῍ᵏᵓᾉᵎᵎ  Ẕ実施ئ所ẕ リὁーἁܴ

◆6FKHGXOH 

◆7DVN 

όମଐのზ᧓、၅іὉ၅іਦૠの記λをおࣔれのễいợうおᫍいします。

όზ᧓が ᵒ ᧓ˌ下の૾Ịਃ࢘カỸンἍラーにဎしЈてẪẻẰい。

όӋьႸႎをૢྸし、ẸのႸႎをॖᜤしてᘍѣしてẪẻẰい。

ᵗᾉᵑᵎ 

ᵗᾉᵒᵓ 

ᵏᵎᵘᵎᵎ 

ɥᧈἱーἘỵンἂ

ᛢ内ἱーἘỵンἂ

˺業ڼ ᾋ੩Јཋᾍ

ἰルἓἑἋἁἩἿἂラム記ᅚ

˺業ௐཋ

όᛢỂまとめて੩ЈしてẪẻẰい。

ᵏᵐᵘᵎᵎ ランἓἱーἘỵンἂ

ᵏᵑᵘᵎᵎ 

ᵏᵒᵘᵐᵎ 

ᵏᵓᵘᵎᵎ 

˺業ڼ

˺業ኳʕὉᨼᚘὉਰᡉり

ኳ ʕ

˺業Ⴘ ᚸ̖૾ඥṾἯỶント ͳ ᎋ

◆ーॸॕথॢۜ۔ۂ۞ 

ஔのἱーἘỵンἂỂɥᧈからႆ̮Ằれるऴإを

ૢྸする

ᾀႆӳᾉᵏᵎ ໜ ᵐ ׅႸᾉᵓ ໜ ᵑ ׅႸᾉᵎ ໜ  

ẔἯỶントẕ ऴྸૢإ

ἱーἘỵンἂの内容がദᄩに記ỂẨ、ஜଐの業Ѧが

ଢᄩに৭੮ỂẨていること   

ᵏᵎᵘᵏᵎ ੩Ј

όᛢᧈὉɼ˓ൿᘶฎỚỂ

ẝること。

◆॔१ー३ঙথ३ॼリड़ਛ 

ＤᾔＳᾒඥを用いて、ᛢ内ỂἫἋトアンサーをᎋảる。

Ẕẕ̾ẉỂӕኵớḷμ˳ỂすりӳỪẶἫἋトアンサーを˺

ḷ੩Јόᛢμ˳ỂӕኵỮỂẪẻẰい

ᛢỂ ᵑ ᛢ᫆

各 ᵏᵎ ໜ満ໜɶ  

ό事ЭắႻᛩ受Ậます。ᆢಊႎにắ利用ẪẻẰい。

ẔἯỶントẕ ἅἱュἝケーἉョン

όᵢᵣᵱᵡ をॖᜤしたႎᄩễ内容Ểẝること。

◆分ऐਯ値ॳख़ॵク؞२؞ವ 

ᛪ൭のᚘᵆᆋᡂᵇに᧓ᢌいがễいかᄩᛐする

  

μἾἫルஇ˯ ᵑ ίᵒᵖ ᛢ᫆ὸኛԼ

இ˯ૠኛԼኳʕࢸỊ、ᡙьኛԼӧᏡίẸのᨥỊ、Ἃἑἕἧにお

٣かẬẪẻẰいὸ

ẔἯỶントẕ Ẩ૾ᚇݑ

ἾἫル ᵏᾌᵐ ໜ ἾἫル ᵐᾌᵒ ໜ ἾἫル３ᾌᵔ ໜ  

ἾἫル ᵒᾌᵖ ໜ ἾἫル ᵓᾌᵏᵎ ໜ ἾἫル ᵔᾌᵏᵐ ໜ

ἾἫル ᵕᾌᵏᵓ ໜ ἾἫル ᵖᾌᵐᵎ ໜ

όᵐ ׅႸˌᨀҞЎにถໜ

όỺἁἍル̅用Ὁ᠃記ɧӧ

όἓỹἕἁỊ˂ᛢに̔᫂すること

όἓỹἕἁỊ˂ᛢồ̔᫂

όኛ ᵏᵒᵘᵐᵎ にໜが

ኳʕしているもの。

ᾌἑἋἁのႸႎ
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≪๑ጃҒ≫

ʴ事ᣐፗόࣄᎰ者ᚨܭもӧᏡ

Ẕᅈ Ճẕ

ɥ ᧈ ɼ˓ ᅈՃṞ ᅈՃṟ ᅈՃṠ ᅈՃṡ ᅈՃṢ

A        

B      

C      

D       

ᾔ       

ẔẸの˂ẕ

    

    

【参加しない人】 

54



56

≪๑ጃғ≫

Theme

ụ Ừ Ẫ
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千葉障害者職 業センターマルチタスク・プログラム

充実！リワーク生活

「相談マネジメントプログラム」
―こんなときどうする？―

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・
あなたが復職をして約 3 か月が経ちました。順調な日々を過ごしてきましたが、最近頼まれる仕事が

増えてきました。上司からは「もうすっかり元気だし、春に向けて仕事が増えるけど、今の調子なら大丈

夫だよね！！」と笑顔で言われました。大丈夫な気もするけどちょっと心配なあなた。こんな時、どうす

ればいいでしょう。

＊誰にどんな相談をしたら良いでしょう？図を作成してください。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・

私

≪๑ጃҔ≫

ҘᓶᨦܹᎍᎰಅἍὅἑὊἰἽἓἑἋἁὉἩἿἂἻἲ

ΪܱὲἼὁὊἁဃ

ẐႻᛩἰἊἳὅἚἩἿἂἻἲẑ
ḘẮỮễểẨỄạẴỦᾎḘ

ὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉ
ẝễẺầࣄᎰửẲềኖ3ẦஉầኺẼộẲẺẇᛦễଐẉửᢅắẲềẨộẲẺầẆஇᡈ᫂ộủỦˁʙầفảềẨộẲẺẇɥӮ

ẦỤỊẐờạẴẾẦụΨൢẻẲẆବỆӼẬềˁʙầفảỦẬỄẆʻỉᛦ܇ễỤٻɣپẻợỈὲὲẑểᇰ᫊ỂᚕỪủộẲẺẇٻɣ

ᣐễẝễẺẇẮỮễẆỄạẴủịẟẟỂẲỢạẇ࣎ễൢờẴỦẬỄẼỢẾểپ

όᛡỆỄỮễႻᛩửẲẺỤᑣẟỂẲỢạᾎử˺ẲềẪẻẰẟẇ

ὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉ

私
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≪๑ጃҕ≫

＜レポート課題＞

                           氏名               

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 

①復職について考えること 

②今の生活で改善したいこと 

③今の自分について思うこと 

④リワーク終了後、どんな自分でありたいですか︖ 

⑤会社について考えること 

⑥今、不安なこと 

⑦自分が苦⼿とする職場の状況や⼈間関係はどんな場⾯ですか︖ 

⑧何が得意でどういうことがしたいですか︖ 

⑨何をやっている自分に意味や価値が感じられますか︖ 

⑩仕事のどういうスキルのどういうレベルを求めていますか︖ 

Ŭ੩ЈᨂᲴኖᲫᡵ᧓ˌϋ

・ ˺業᧓ሁにܱしƯɦƞƍŵ

・ ਤƪ࠙ǒƣリȯーǯの᧓ϋư˺しǇしǐƏŵ

Ĭ ɦᚡのᛢ᫆ǛɟƭのȆーȞにƭƍƯǇƱǊƯƘƩƞƍŵᲢƖưǋᲽưǋӧᲣ

ĭ ૨܌ૠƸݲƳƘƯǋನƍǇƤǜŵٶƍئӳưǋ 400 ૨܌ˌɦにǇƱǊƯƘƩƞƍŵ

Į ӕǓኵǉɶưŴ˳ᛦƕफƘƳƬたƱƖƸおဎしЈƘƩƞƍŵ˳ᛦǛ見ƳƕǒŴݲしƣƭᡶǊƯƘƩƞƍŵ

į ƜƏưƳƚǕƹȀȡƱƔŴƜƏƍƏƖ૾ƕദᚐƱƍƏƜƱƸƋǓǇƤǜŵƝᐯЎのእႺƳൢਤƪǛᘙྵ

しƯƘƩƞƍŵ
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【ဪੜセンターでのプログラム名称：チームタǤク】

１ 標準実施パターン

２ 効果的な実施のために

＜ᆪྙ役としてのȀǎーǴǻǮクの実施＞

 ౫࣍ǤǪǮȀ (ǖǑȞǦȔ| )ƁᆪྙዂƝƟƿbǪǤǚȚ|ǚƣ౪ಘƹຳউǇபƘƛŹǀc

Ǭ|ȋǪǤǚፇଢ଼bǪǤǚȚ|ǚƣ༥ถඡੳƠƙŹƛᆪྙƠሇெƎǀƝŹŻƜb२Ǭ

|ȋƁĬᇀ࿘ဗƣ브ǇபŹbಱਝࣤးƣƣƖᆪྙຳউǇபƘƛŹǀc

 ᆪྙຳউƜƤbǬ|ȋƝƌƛƣड༎ƭƣਂƚƂǇŻƟƁƎၾዴǇƿŻƈƝƝƌb

ೄ଼ƣ౫࣍ड༎Ǉ౪ƎǀƈƝƣƟŹƽŻጽƌƛŹǀc

＜ワークǢーǳにƽǀවƿᇪƿの実施＞

 ᆪྙຳউଢ଼b२ೄƤවƿᇪƿǢ|ǳƣႚǇபŻ (10 ᇀ࿘ဗ )cවƿᇪƿǢ|ǳƠƤb

ȕȚ|ǚ౫࣍ȂȘǛȔȋƜƿƘƔǤǳȗǤശƹǞȊȐǶǜ|ǢȒȞbఢபႷ

ƠƎǀஶኬƝƝƷƠbǬ|ȋƠſƆǀೄƝƣตǇවƿᇪǀஶኬǇइŽƛŹǀc

��ౄணಃፍ��Ǭ|ȋǪǤǚ වƿᇪƿǢ|ǳ��

＜チームにƽǀවƿᇪƿの実施＞

 වƿᇪƿǢ|ǳႚଢ଼bǬ|ȋƉƝƠȕ|ǫ|ƁवǇኃƶbೄ၍ౠƜවƿᇪƿǇ

ዛƎǀवǇ็࿊ƌƛŹǀ (10 ᇀ࿘ဗ )c

＜଼ᇠະཎにƽǀවƿᇪƿの実施＞

 ମ໋ 1 षƣƴౄइƝƟǀƔƶb༶ဴǖǑȞǦȔ|Ɲƣ଼ᇠະཎƠſŹƛ౫࣍ǤǪǮȀƣ

ళଅऐƷƪƳŽƔවƿᇪƿǇபŹbᆲධƠ୶ƆƔຳউƝƌƛड༎ƹኬᅮǇ॰ႡƌƛŹǀc

ӝᆇဗgଈĩष

ӝ႘࿘gĨ႘Ɯಲ౮

ӝಐg 13 ಐ 00 ᇀ16 ಐ 00 ᇀ

ӝౄइƣǪǏȊȞǛg

ȕȚ|ǚ౫࣍ƣଢ଼ᄖƀƾፇƳƜ
ƣƠĨषౄइƌƛŹǀ

実施頻度・日程設定

ӝgĬ࿘ဗ�ĩĪǬ|ȋ

❖チーȋஓถg

ȕ|ǫ|bȌȞǻ|

※ ȕ|ǫ|Ƥ౪ƌƛŹǀ

ӝ౫࣍ǤǪǮȀƣዂআg

ᆪྙዂ�ఢ౪ಘbఢሇெǇƆ
ƛຳউbȀǎ|ǴǻǮǚ�Ǉ็࿊ƌ
ƛŹǀưƀbƒƣƣ౫࣍ǤǪǮ
ȀƤුபƝళǇபŻ

人数・チーム構成

ဪੜ

センター
きめƀなවƿᇪƿと実施ǻリǓーǢョンの工夫

き׀֊֎වᇪをபօ

効果的な実施２ 効果的な実施
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＜タǤクワークの工夫＞

 ńŎŊǇঊዿƌƔఢ૩ǪǤǚȚ|ǚ (ཏǬǒǮǚbᆾᆀษਿിఢถ)ƝǲǎǤǖǮǢȒ

ȞǇᄔŻǪǤǚȚ|ǚǇຎƴǄƐƛಲ౮ƌƛŹǀc

 ǲǎǤǖǮǢȒȞǇᄔŻǪǤǚȚ|ǚƠƙŹƛƤb౫࣍ȉǶȐǍȖ No.16�ਂᇀඏ့॔ƣย

්ರƜධཨƣሑƣƔƶƣǣȒȁȕǺ|ǠȖ�ƜൾऴƊǁƛŹǀ৫बിఢถड༎�၍౫

ȉǶȐǍȖŇ࣍ 67)ƹᎪጫᇀืड༎ (၍౫࣍ȉǶȐǍȖŇ 86)ƝŹƘƔǪǤǚȚ|ǚǇǍȗ

ȞǣƌbǻȕǓ|ǢȒȞǇໃƹƌƛŹǀc

��ౄணಃፍ�ड༎౪ಘി�ೂࡿፅப৫ब��ȍǲȖǺǑǤಘƠƙŹƛƣᇀื��

＜セルȀȉǸジȌンǳの୶එを෨ǀためのड༎設定＞

 ଈƠĩषಲ౮ƎǀǬ|ȋǪǤǚƣưƀbȕȚ|ǚ౫࣍ೄƁ༳ၤƜƿຎƵ�ǦȖȀȉ

ǸǣȌȞǳड༎�Ǉಲ౮ƌƛŹǀcǦȖȀȉǸǣȌȞǳड༎ƜƤbᅮമĩഃƣৼ็࿊

ƣƟƀƜbȕȚ|ǚ౫࣍ƠſƆǀಛঊ၌ƣಐǇঊዿƌb፯Žƥ�ሟᆏƟಃઞǇƷƝƠ

ಛƾශƔƟಈǇ৫बƎǀ�ƝŹŻǱ|ȉƠƙŹƛbගሇ೭ആƌbᄇມǇஃƇbᅢጅ૪ᅉ

ƹड༎Ǉມ࿊ƣŻŽ৫बിǇఢถƎǀड༎ǇडƌƛŹǀcƳƔb२ಛƁఢถƌƔ৫बƠƙ

Źƛbଢ଼ƠĨ 10 ᇀ࿘ဗƣȂȗǧȞǱ|ǢȒȞǇபŻƈƝƝƌƛŹǀc

 ǦȖȀȉǸǣȌȞǳड༎ƜƤbිƣȍǶǪȕȞǛƹǤǳȗǤfᅀ᎕ƭƣശbƳƔb૱

बƹಲபbගሇ೭ആƹᄇමƝŹƘƔኃபƠƀƀǀಛୂጫႷƣවƿᇪƿǇ

பƘƛŹǀc

をໃや֘بーם؟のᆍ֦ಲ౮بءח

�ౄணಃፍ�

 ≪ဪੜҒ≫Ǭ|ȋǪǤǚ වƿᇪƿǢ|ǳ

 ≪ဪੜғ≫ड༎౪ಘി�ೂࡿፅப৫ब�

 ≪ဪੜҔ≫ड༎౪ಘി�ȍǲȖǺǑǤಘƠƙŹƛƣᇀื�
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≪ဪੜҒ≫

ἓὊἲἑἋἁ ਰụᡉụἉὊἚ

�
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≪ဪੜҒ≫

ἓὊἲἑἋἁ ਰụᡉụἉὊἚ
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≪ဪੜғ≫
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≪ဪੜҔ≫
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【්ၼ๖センターでのプログラム名称：ジョブリハーサル】

１ 標準実施パターン

２ 効果的な実施のために

＜वਢでුபƎǀīįƀଈ༳ࡔのプロジǒクǳಠ＞

 20 ࿘ဗƣೄࡿƁवਢǇபŹƟƁƾbസ࿊ƣǱ|ȉƠƙŹƛȂȘǣǒǚǳǇුƶǀ

ƝŹŻƜಲ౮ƌƛŹǀcȂȘǣǒǚǳුபƤೄƠ႞ƐƛŹǀc

 Ǳ|ȉƤbᆲධƠƎǀƷƣƜŷǀƈƝ॒ࡒƤ็࿊ಛዡcवਢƣཨƜೄƁǍǏǲǍǇ

ഞƌŹb౫࣍ǤǪǮȀƣਢǇ૪ƛbĪīǱ|ȉƣƟƀƀƾೄƜଂ࿊Ǝǀc

 Ǳ|ȉଂ࿊ଢ଼Ƥb็૱fዻƹப࿘ጫƟƞƠƙŹƛĩഃƠĨष्௹ƎǀवਢƣƜ

ਢƌƟƁƾbवਢƜଂƶƔถऐᆾƣরถƠ୶ƆƛȂȘǣǒǚǳǇුƶǀc

 ƀଈ༳ࡔƣྙৼƣȂȘǣǒǚǳƝƟǀƔƶbೄƤቚଈႚǁǄǀcȂȘǣǒǚǳǇ

ශƌŹೄƠࢂƂ૫ƅƈƝಛǇೄƣǪǤǚƝƌƛŹǀc

�ȂȘǣǒǚǳුபƣǏȌ|ǣ�             �वਢƣුப፯�

�ȂȘǣǒǚǳƣǱ|ȉ፯�

ӝᆇဗgĩഃƠĨष

ӝ႘࿘gīįƀଈƣྙৼȂȘǣǒǚǳಠ

ӝಐg 13 ಐ 00 ᇀ15 ಐ 00 ᇀ

ӝౄइƣǪǏȊȞǛg

ȕȚ|ǚ౫्࣍ౡଢ଼bྞઝƣ२ଈ
༌ 1 षಲ౮႘ƀƾౄइƌƛŹǀ
Å२ଈƣ༌Ĩषಲ౮႘Ơഷೄ୶Ɔ

ƣ๊ነǇಲ౮

実施頻度・日程設定

ӝg 20 ࿘ဗ�ĨǬ|ȋ

❖チーȋஓถg

वೄbᄜിዂbȌȞǻ|

※ ዂআ็࿊fƤೄƣᎭƌŹƠ

ƽƿଂ࿊
※ ƀଈƣཨƜೄƤႚǁǄǀ

ӝ౫࣍ǤǪǮȀƣዂআg

౫࣍ǤǪǮȀƤಈኃઅƝƌƛbମ
໋ಈኃƟǠȈ|ǳ (ി፬ƣǞǿ
|့ )ƣƴǇபŹbड༎பƠƀƀ
ǀྞไƟऴႚƤƌƟŹ

人数・チーム構成

්ၼ๖

センター

ྙৼプロジǒクǳಠにƽǀ実施と�ೂव人ৰຉ�に
ৰƚƄኬ標設定

ೄのྙৼ،לآク形ಠ֦ಲ౮֘る

効果的な実施２ 効果的な実施

企 画 ् 発
ǱǤǳ
用ࢥ

ȂȗǧȞ

• Ǳ|ȉ設定

• 設計�仕様

• 行程ଙ၀

• 行程理

• ǳȔȁȖ対応

• 修ฝ会ਢ

• 用ǱǤǳࢥ

• 評価

• ȂȗǧȞ企画

• 発ᅳ

• 行程ሇெ

• 次ৼࢂ૫ƃ

ŏଈ ŏ�Ĩଈ ŏ�ĩଈ ŏ�Īଈ

���������� ǣȒȁȕǺ|ǠȖƣ目的ƣ確認

���������� २参加者ƣ目標設定

���������� 日ƣǟ|Ȗ設定

���������� ਢᎪ

���������� 休憩

���������� ਢᎪ

���������� २参加者ƣ目標Ơ対Ǝǀ評価発ᅳ

���������� 次回ƣ役割
司会bᄜി�ଂ定

���������� 次回ƭƣࢂ૫ƃbᇦƚƆ

ȕȔǚǧ|ǢȒȞ法

ƔƖƣ�ſǤǤȌኂ良化ప�

初対面Ɯ印象ǇይŽǀ方法

ǚǮǢȒȞ言ጃƝዮƶ言ጃആ

企 画 ् 発
ǱǤǳ
用ࢥ

ȂȗǧȞ

• Ǳ|ȉ設定

• 設計�仕様

• 行程ଙ၀

• 行程理

• ǳȔȁȖ対応

• 修ฝ会ਢ

• 用ǱǤǳࢥ

• 評価

• ȂȗǧȞ企画

• 発ᅳ

• 行程ሇெ

• 次ৼࢂ૫ƃ

ŏଈ ŏ�Ĩଈ ŏ�ĩଈ ŏ�Īଈ

���������� ǣȒȁȕǺ|ǠȖƣ目的ƣ確認

���������� २参加者ƣ目標設定

���������� 日ƣǟ|Ȗ設定

���������� ਢᎪ

���������� 休憩

���������� ਢᎪ

���������� २参加者ƣ目標Ơ対Ǝǀ評価発ᅳ

���������� 次回ƣ役割
司会bᄜി�ଂ定

���������� 次回ƭƣࢂ૫ƃbᇦƚƆ

ȕȔǚǧ|ǢȒȞ法

ƔƖƣ�ſǤǤȌኂ良化ప�

初対面Ɯ印象ǇይŽǀ方法

ǚǮǢȒȞ言ጃƝዮƶ言ጃആ

企 画 ् 発
ǱǤǳ
用ࢥ

ȂȗǧȞ

• Ǳ|ȉ設定

• 設計�仕様

• 行程ଙ၀

• 行程理

• ǳȔȁȖ対応

• 修ฝ会ਢ

• 用ǱǤǳࢥ

• 評価

• ȂȗǧȞ企画

• 発ᅳ

• 行程ሇெ

• 次ৼࢂ૫ƃ

ŏଈ ŏ�Ĩଈ ŏ�ĩଈ ŏ�Īଈ

���������� ǣȒȁȕǺ|ǠȖƣ目的ƣ確認

���������� २参加者ƣ目標設定

���������� 日ƣǟ|Ȗ設定

���������� ਢᎪ

���������� 休憩

���������� ਢᎪ

���������� २参加者ƣ目標Ơ対Ǝǀ評価発ᅳ

���������� 次回ƣ役割
司会bᄜി�ଂ定

���������� 次回ƭƣࢂ૫ƃbᇦƚƆ

ȕȔǚǧ|ǢȒȞ法

ƔƖƣ�ſǤǤȌኂ良化ప�

初対面Ɯ印象ǇይŽǀ方法

ǚǮǢȒȞ言ጃƝዮƶ言ጃആ
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＜ೂव人ৰຉのႷጅຍの၏ႚ＞

 ǣȒȁȕǺ|ǠȖǇೂवৰຉƣಲƣƝƌƛࡔམƚƆƛŹǀc

 ೄಛිƁශਊೄ୶ƆƠ๊ነಃፍǇఢถƌbǣȒȁȕǺ|ǠȖƣኬƝƝƷƠೂव

ৰຉƣश๊ǇபƘƛŹǀc

��ౄணಃፍ�ೄఢถǕȕǓȞǱ|ǢȒȞಃፍ�ǣȒȁȕǺ|ǠȖƝƤ��

 ೄƤbೂवৰຉƣĪƙƣႷ� 12 ƣႷጅຍƠৰƚŹƛಛᇀƣड༎Ǉธጫƌbƒ

ƣཨƀƾǣȒȁȕǺ|ǠȖဴ႘ƣኬᅮǇ็࿊ƎǀƈƝƝƌƛŹǀc

 ǣȒȁȕǺ|ǠȖƠſƆǀຎƴǇවƿᇪƿbೂवৰຉƣ�ƞƣǇභƥƌƔŹ

ƀi��ຎදƁਿƶƛŹǀƤƞǁƀi��ƹƿƔŹƈƝƣƔƶƠƤƞƣƁᅢጅƀi�Ɲ

ŹƘƔ౽Ɯbᆲධଢ଼ƣ။Ƃሑƣଙ၀ǇபƘƛŹǀc

職や職ࡔをኴ֩いզೂव基礎力էをᅴअತ֧してኬᅮ設定にႚている

�ౄணಃፍ�

 ≪්ၼ๖Ғ≫ೄఢถǕȕǓȞǱ|ǢȒȞಃፍ�ǣȒȁȕǺ|ǠȖƝƤ�
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≪්ၼ๖≫

●年●月　第１回ジョブリハーサル

　項目 １回 ２回 ３回 ４回 ５回 ６回 ７回 ８回 ９回 １０回 １１回 １２回 １３回

1 　テーマの決議 ９月② 10月① 10月②

2 活動期間の決議 11月①

3 スケジュール・内容の決議 11月①

4 成果物の目次と項目作り 11月② 12月①

5 成果物の内容の作り込み 12月② １月①

6 成果物の校正 １月②

7 発表方法の決議 ２月①

8 発表のリハーサル ２月②

9 事務局に発表 ３月① ３月②

ジョブリハーサルとは？

「３つの能力／１２の能力要素」を目標にしたコミュニケーション技法実践の場です

　　能力・能力要素の詳細は別添「社会人基礎力」資料も参照ください。（※経済産業省ホームページより抜粋）

　　リワークの受講生が主体となって進めていくグループワークです。

　　センター職員の皆さん（以下、事務局）は基本的に介入しません。（書類のコピーなどは対応いただける）

（チームワーク）

発信力

傾聴力

柔軟性

主体性

働きかけ力

実行力

【全体の流れ】（※今回テーマの場合）

　　テーマごとに、項目立てや回数など全てを受講生たちで決めて引き継いでいく。

　　コロナ禍の影響によって、現在ジョブリハーサルは月２回のみの実施。

　　その前提でスケジュールを立てているため、状況の変化によって調整する必要もあり。

考え抜く力

（シンキング）

課題発見力

計画力

創造力

チームで働く力

　　テーマを決めて、成果物を作り、発表を行うまでが一連の流れです。

情報把握力

規律性

ストレスコントロール力

前に踏み出す力

（アクション）

１５分

時間

１３：００　　　～　　　１３：１０

１３：１０　　　～　　　１３：２０

１３：２０　　　～　　　１３：３５

１４：４５　　　～　　　１５：００

２０分

１０分

２０分

１０分

１０分

１５分

１３：３５　　　～　　　１３：５５

１３：５５　　　～　　　１４：０５

１４：０５　　　～　　　１４：２５

１４：２５　　　～　　　１４：３５

１４：３５　　　～　　　１４：４５

●年●月●日

議論

各自の評価発表

次回の配役（司会・板書1名ずつ）決定

次回への引き継ぎ、片付け

内容

目的唱和、前回までのおさらい

各自の目標設定

今回のゴール設定

議論

休憩

【１回あたりのスケジュール例】

　　各月第１回は、新規受講生のためにジョブリハーサルの説明も必要。

所要

１０分

１０分
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【静岡センターでのプログラム名称：ジョブリハーサル】

１ 標準実施パターン

２ 効果的な実施のために

＜復職後の働き方や役職に応じてリーダーを指名＞

 ᆲධଢ଼ƠȉǸǣȌȞǳኃƁਿƶƾǁƛŹǀೄǇȕ|ǫ|Ɲƌƛ౪ƌƛŹǀcਲ਼

ƠbȉǸǣȌȞǳጅຍǇƳƟŹዂআƣ༶ŹሑǇଫƎǀƔƶbȌȞǻ|ƝƌƛౄइƎǀ

ೄƷŹǀc

 ǣȒȁȕǺ|ǠȖƣኬᅮ็࿊ƣƤbಈƀƾ࿓ಘƊǁƛŹǀड༎ǇƪƳŽǀƈƝƝƎ

ǀưƀbၟƠȕ|ǫ|ƠƙŹƛƤbǍǠ|ǢȒȞƹǍȞǗ|ǞȞǳȘ|ȖƠƎǀኬᅮǇ

ƿඑƇƛŹǀc

 ǣȒȁȕǺ|ǠȖፇଢ଼ƣፇȊ|ǱǎȞǛƜƤbೄƁশມǇ브ƌbƒǁƠƌƛ

౫࣍ǤǪǮȀƁȀǎ|ǴǻǮǚǇபƘƛŹǀƁbȕ|ǫ|ዂƠƤbᇠထවƿᇪƿǇபƘƛ

Źǀc

��ౄணಃፍ�ǣȒȁȕǺ|ǠȖවƿᇪƿǢ|ǳ�

＜ジョブリハーサル参加前に受講者同士の関係性を構築＞

 ǣȒȁȕǺ|ǠȖƭƣౄइǇȕȚ|ǚ౫्࣍ౡଢ଼ĮഃኬࡒவƝƌbƒǁƳƜƠቚഃĨषಲ

౮ƎǀষँȊ|ǱǎȞǛÅǇྫྷƍƛೄ၍ౠƣตƣஓཝǇ෨ƘƛŹǀcƈǁƠƽ

ƿb 10 ࿘ဗƣǬ|ȋஓถƜƷࣅঌƟǞȊȐǶǜ|ǢȒȞƁǁƛŹǀc

※ ႘ඛภঊৰຉถ౫࣍ƣஓถጅຍƣࡴƙcภঊষǇࡥಏƎǀƔƶƠೄ၍ౠƁĨഃƣষँƣ
ຎƴǇƢƃƾŹb፱ƳƌŷŻȊ|ǱǎȞǛ (౫࣍ȉǶȐǍȖ No.20�ਂᇀඏ့॔ƣย්ರƜධཨƣሑƣ
Ɣƶƣ႘ඛภঊৰຉถ౫࣍� ) 

ӝᆇဗgഃĨष

ӝ႘࿘gĨ႘

ӝಐg 10 ಐ 00 ᇀ15 ಐ 00 ᇀ

ӝౄइƣǪǏȊȞǛg

ȕȚ|ǚ౫्࣍ౡଢ଼ĮഃኬࡒவƠ
ౄइƌƛŹǀ

実施頻度・日程設定

ӝgĬ 10 ࿘ဗ�ĨǬ|ȋ

❖チーȋஓถg

ȕ|ǫ|bȌȞǻ|

※ ȕ|ǫ|Ƥ౪cड༎Ơࣤƍƛධമ

ᅏ౫࣍ƣೄƁౄइƌƛŹǀ

ӝ౫࣍ǤǪǮȀƣዂআg

౫࣍ǤǪǮȀ 1 ƤඑዂƝƌƛ
ఢ౪ಘǇபŹbȀǎ|ǴǻǮǚ
ǇபƘƛŹǀ

人数・チーム構成

静岡

センター

復職後の働き方を想定した役割設定とチームワーク醸成

の工夫

チーム構成は、復職後の役職や働き方に応じて設定している

効果的な実施２ 効果的な実施

日常生活基礎力形成支援を通じて、事前にチームワークの醸成を図っている

��ౄணಃፍ�ǣȒȁȕǺ|ǠȖවƿᇪƿǢ|ǳ��ౄணಃፍ�ǣȒȁȕǺ|ǠȖවƿᇪƿǢ|ǳ

�ౄணಃፍ�

 ≪静岡≫ǣȒȁȕǺ|ǠȖවƿᇪƿǢ|ǳ
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≪静岡≫

リーダーᾉ иリーダーᾉ

目的 　会ᅈでの自分のᇌẼˮፗをेܭして参ьする

１．ʻ日のңӷ˺ಅのឱࡇはどれẪらいですか？

不ឱ　　１　　　２　　　３　　　４　　　５　　ឱ

　　　　　　　Ẹれはどのようなໜでज़ẳましたか

２．リーダーの取った行動について

(１)リーダーのコミュニケーションの仕方はどうでしたか？

不充分 １　　　２　　　３　　　４　　　５　　充分

　　　　　　　チームの目標の明確化や共有化ồのẨかẬはどうだったか？リーダーの考えや意図はˡỪったか？

(２)リーダーのཞඞЙૺや意࣓ൿܭの仕方はどうでしたか？

不充分 １　　　２　　　３　　　４　　　５　　充分

(３)リーダーの発言や行動が、あなたやチームに与えた影響はどのようなものでしたか？(具体的に)

　　　　　　　どのような発言や行動

ˋԧ　　　　　　࠰　　　　　　உ　　　　　　日　(　　　)　　　　　　　　൞Ӹ

ἊョἨリἡーἇἽ　振り返りシーἚ

ʻ日の目標

˺ಅϋܾ

目標にݣするज़े

　　　　ɥӮ、ᢿ下 ሁ
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≪静岡≫

３．メンバーの取った行動について

(１)メンバーのコミュニケーションの仕方はどうでしたか？

不充分 １　　　２　　　３　　　４　　　５　　充分

　　　　　　　チーム目標の明確化や共有化はどうだったか？メンバーはリーダーの考えや意図を理解したか？

(２)メンバーの発言や行動が、あなたやチームに与えた影響はどのようなものでしたか？(具体的に)

　　　　　　　どのような発言や行動

４．リーダーやメンバーの取った行動で、参考にしたい場面はありましたか？

　　　　　　　どのような発言や行動

　　　　　　　どのような発言や行動

　　　　　　　どのような発言や行動

７．次回目標

　　　　　　　本日の自分を客観的に振り返り、目標を考えて下さい

６．これからメンバーをする機会があれば、どのようにしたいと思いますか？

５．これからリーダーをする機会があれば、どのようにしたいと思いますか？

69



71 

【参考】改良したジョブリハーサルに対する受講者および所属先事業所の

感想・意見・要望

ＪＤＳＰ受講者に対し、ＪＤＳＰに対する満足度や各カリキュラムの有用度をたずねる受講者アンケ
ートを実施しています。また、ＪＤＳＰ受講者の所属先事業所に対し、ＪＤＳＰ利用の満足度をたずねる
事業所アンケートも実施しています。これらのうち、令和２年度から３年度に実施した、「改良したジョブ
リハーサル」の受講者と受講者の所属先事業所が記載した自由記述欄の内容を、下記のとおりまとめ
ました。

１ 受講者アンケートのうちジョブリハーサルに関する自由記述 
  
＜自由記述：感想＞ 

ジ ョ ブ リ ハ ー サ ル

全 般  

ジョブリハが始 まると思 うと、週 初 めに憂 うつ感 が出 たり、前 日 も緊 張 感 を感 じられ
てよかった。作 業 中 も、休 職 前 と同 じような気 持 ちで取 り組 んだことで気 づきが得
られた。(同 様 計 ３ 件 ) 

Ｓ Ｓ Ｔ やジョブリハーサルを実 践 して気 づきが得 られてよかった。特 にジョブリハーサ
ルは、仕 事 を再 現 することで、自 分 の状 態 がわかった。（ 同 様 計 ２ 件 ）  

ジョブリハーサルが一 番 印 象 に残 った。チーム課 題 をチームの方 々とこなすことで、
結 束 力 も高 まり、また、個 別 作 業 を時 間 内 に終 わらせることで達 成 感 も得 られた。 

特 性 については理 解 していたものの、どのような場 面 で発 現 するのかということを
知 るうえで役 立 ちました。それにより、対 処 や次 の目 標 が明 確 になったため。 

色 々嫌 なこともあったが、それが役 に立 った。人 間 関 係 について、ストレス対 処 につ
いてよく考 えた。 

講 座 で学 んだことをＳ Ｓ Ｔ やジョブリハーサルで実 践 するといった過 程 を通 じて、ま
たそれが身 につくといった流 れもとてもよかったと思 っています。「 学 ぶ」 →「 アウト
プットする」 ことで、より理 解 が深 まるのではないかと思 います。 

タスクワーク、実 施

パターンの拡 充

(参 加 者 どうしのコミュニケーションや調 整 を必 要 とするパターンについて)Ｄ Ｅ Ｓ Ｃ
法 を活 用 した応 対 ・ 交 渉 ができた。(同 様 計 ３ 件 ) 

複 数 日 でのジョブリハーサルでは、実 施 計 画 の作 成 や疲 労 のコントロールなど自 分
の課 題 に取 り組 めてよかった。 

２ 日 間 連 続 のジョブリハーサルを体 験 できたことがよかった。１ 日 目 の計 画 立 案 で、
２ 日 分 の計 画 を立 て、次 の日 に回 せるもの、今 日 実 施 するものなどを整 理 し、実 行
する中 で見 通 しについての反 省 や今 後 の課 題 を認 識 できた。 

チ ー ム 編 成 、 職 位

の反 映

「 主 任 」 という役 割 を体 験 し、自 分 が「 部 下 を気 にしてしまう」 「 面 倒 見 が良 いが、良
すぎるのでバランスが必 要 である」 ことに気 づいた。部 下 を信 用 して任 せることも大
切 だと気 づいた。(同 様 計 ２ 件 ) 

自 分 は「 担 当 者 」 という立 場 だったが、チームリーダーである主 任 を差 しおいてリー
ダーシップを取 ってしまい、そうしたときには、一 言 声 をかけるなどのコミュニケーシ
ョンが必 要 であることに気 づいた。それについては、自 分 の傾 向 を認 識 して意 識 して
コントロールすることで、抑 えられることに気 づいた。 

リーダーの体 験 をしてから、メンバーとして何 をやるべきか、役 割 について色 々考 え
されられた。とても役 に立 った。(同 様 計 ２ 件 ) 

目 標 設 定 の 手 続

きの明 確 化 、業 務

遂 行 力 に関 する評

価 項 目 の導 入

「 目 標 チェックリスト」 があった方 が、目 標 を具 体 的 に考 えやすく、ジョブリハーサル
で取 り組 むことができてよい。なお、「 社 会 人 基 礎 力 」 の考 え方 は、休 職 前 に企 業 の
研 修 で受 けており、わかりやすい。(同 様 計 ２ 件 ) 

自 分 の働 き方 の癖 (休 憩 をうまく取 れない、時 間 より作 業 を優 先 してしまう等 )や役
割 を担 ううえでの課 題 (リーダーの時 に作 業 を抱 え込 みオーバーワークになる等 )に
気 づくことができました。またストレス場 面 を振 り返 ることで、どんな時 に負 荷 を感
じ、それに対 し学 んだスキルが活 かせているか確 認 できる貴 重 な経 験 となりました。 

上 司 に相 談 し、状 況 把 握 してもらうことで、安 心 して働 け、安 定 した成 果 を残 せるこ
とに気 づいた。また、「 責 任 」 という自 分 のキャリアの価 値 観 から、タスクをクリアでき
るとやはりやりがいになる。 
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＜自由記述：ଣՔጅሰ＞ 

タスクワーク、実 施

パターンの拡 充  

ं ມ 職 場 を設 定 するにあたり、൛ しムチャがあったように感 じる。それもጦ 用 者 の職
場 ৄ ੩ が うから仕 方 ないのかもしれない。 

ストレス対 処 法 をಀ せる場 面 ではあるが、 自 身 がジョブリハーサルで大 きくストレ
スを感 じないこともあり、ジョブリハーサルの目 的 そのものはあまり体 験 できていな
いと思 う。 

チ ー ム 編 成 、 職 位

の反 映

リーダー役 は当 日 ౪  ですが、より実 践 にઝ いという では、前 日 に౪  されても
よいかもしれません。その方 が、リーダーとしての心 ஓ え、メンバーとしてどう၌ くか
の心 ஓ えができる。 

その  
ジョブリハーサルでのઔ ໋ 次 項 を౫ ࣍ ಬ に っておいてもよいと思 う。(「 メンバー
は上 司 にྞ ไ ಱ ኴ できない。リーダーを通 してください」 ) 

ジョブリハーサルμᑍにếいてỊᎰૅ࠙ࣄئੲἩἿἂラムỂܖỮẻჷᜤやἋキルを実ោὉ౨ᚰすると
いうジョブリハーサルのឯଓにᏉܭႎễॖᙸがਫậられています。
  
ἑἋἁὁーἁや実施ἣἑーンのਘΪにếいてỊ、Ằまằまễ実施のἢリỺーἉョンを用ॖすることỂ、受

講者にợẾてီễるẰまằまễૅੲᛢ᫆やႸႎॖᜤにこたảるΪ実したἩἿἂラムにễẾたとᎋảられ
ます。ɟ૾、「 ᵆ受講者ỊᵇẸれẹれのʴがᢌうˁ事Ὁˁ事ؾỂやẾているのỂ、Ẹれẹれのؾをϐ
ྵして、ᡵやるのỊỄうかと࣬Ếた」、「ˎेᎰئをᚨܭするにẝたり、ݲしᒧがẝẾたợうにज़ẳ
る」といẾたॖᙸὉᙲஓや、「ἓームỂのᛢ᫆ỊᑥẉễॖᙸをЈしӳいಏしかẾた」といẾたज़ेもẝりま
した。受講者がॖഒႎにӕりኵめるἑἋἁὁーἁや、実ᨥのᎰئのᐮئज़をợりӒପẰẶたἑἋἁὁー
ἁをоॖپすることがࡽẨዓẨᛢ᫆とễるとᎋảられます。

ἓームዻ、ᎰˮのӒପにếいてỊ、ኵጢにおẬるᎰˮにࣖẳたࢫлをਃ࢘することỂ、自Ў自៲
のࢫлに対するൢỀẨがࢽられたり、ࢫлにࣖẳた自らのᘍѣのཎࣉや࣬ᎋのၸをਰりᡉり、࣏ᙲễ
対ϼἋキルを実ោするといẾたジョブリハーサルのႸႎにඝẾたјௐがẝẾたとᎋảられます。

ႸᚨܭのዓẨのଢᄩ҄にếいてỊ、ႸᚨܭのዓẨをଢᄩ҄することỂ、ジョブリハーサルに
おいてỄのợうễႸにӕりኵớのかがφ˳ႎにỶἳージしやすẪễẾたとᎋảられます。
  

Ӽ ಈസアンケートのうちジョブリハーサルに関する自由記述 

＜自由記述：感想ՔଣՔጅሰ＞ 

ルス、ジョブリハーサル、Ｓ؊ンיؓ Ｓ Ｔ ・ ・ ・ すべて֓ 人 にとっては自 ୂ 成 ྙ を້ すものであったと思

います。 

ジョブリハーサルについては、良 い内 ዴ だとは思 うが、企 画 ി の作 成 などよりも、よりストレスのかかるଯ

しい課 題 があった方 がよりよいのではないかと思 った。 

 終 ཌ ॎ としては、もう൛ し実 務 にઝ いストレス・ プレッシャーのかかるメニューが必 要 ではないかと思 う。 

社 ࡿ は業 務 内 ዴ もそれなりのレ؎ルが要 ਿ されるので、職 場 の実 務 に࣎ ったプロץラムも必 要 でないか

と感 じた。 

事業所からỊ、実ᨥのᎰئにợりᡈいؾᚨܭを൭めるॖᙸὉᙲஓがẝりました。ジョブリハーサルの
ႸႎỊ、受講者のဃငࣱのӼɥẸのものỂỊễẪ、ἋトἾἋや၅іのἰジἳントのᚇໜから、ͤࡍႎ
ỂܭܤしたᎰ業ဃのために自ЎらしいẨ૾をỄのợうに実ྵするかにếいて、受講者自៲がɼ˳
ႎに౨᚛するೞ˟を੩̓することỂす。このᚇໜをỐまảたうảỂ、事業所がࢳするዮӳႎễ業Ѧ
ᘍᏡщのׅࣄに᧙Ừるૅੲ২ඥとして、ジョブリハーサルの内容や実施૾ඥのẰらễる౨ᚰやоॖ
。が൭められているとᎋảられますپ
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